
 

公共建築物の削減目標 

本市で過去 5 年間に公共建築物の整備、修繕等に充てた投資

的経費の平均は 9.3 億円であり、40 年間では 372 億円となります。

今後は人口が減少することが確実であり、この減少を考慮すると、確

保可能な投資的経費は 305 億円となります。一方で、本市が現在

保有する施設を全て更新すると想定した場合、今後 40 年間で 458

億円必要となり、この差額の約 150 億円の不足の解消に向け、下

記の数値指標をめやすに各種取組を進めます。 

そのうち現在までに施設更新について方針が決まっているのが、

嬉野市体育館と旧社会体育館を統合した「嬉野市総合体育館（仮

称）」と、嬉野公民館と嬉野地区コミュニティセンターを統合した「う

れしの市民センター（仮称）」の２箇所です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】 

嬉野市 総務企画部  

財政課  資産管理グループ 

〒849-1492  

佐賀県嬉野市塩田町大字馬場下甲 

1769 番地  

TEL：0954-66-9114    

FAX：0954-66-3119   

E-mail ：zaisei@city.ureshino.lg.jp 

■公共建築物削減目標等 

計画の進行管理（フォローアップ

の実施方針） 

本計画は、今後、各種取組を実施

しながらストックしていく管理実績

情報を活用しながら、定期的に全庁

的な検討体制において進行管理を行

うとともに、管理費用や使用期間等

の精度を高め、財政状況や環境の変

化に応じた実効性の高い計画へ見直

しを行っていきます。 

 

はじめに 

我が国では、高度経済成長期以降に大量の公共建築物やインフラ施設（以下「公共施設等」と称しま

す。）が整備されてきました。今後、これらは老朽化し更新等が必要になり、多額の財政需要が見込まれ

る状況にあります。他方で、我が国の経済社会情勢は厳しく、多くの都市では、高齢化の進展による社

会保障費の増加、生産年齢人口の減少による税収の低下など、公共施設等を取巻く財政状況は厳しくな

ると予測されています。 

本市においても同様の状況にあり、これらの諸問題を解決し、必要な公共サービスを持続的に提供し

続けていくためには、施設の統廃合を見据えた計画的、効率的な施設管理が必要不可欠であると考えて

おります。 

そのため、公共施設やそれを取り巻く長期的な人口や財政状況等を把握し、持続的な公共サービスの

提供を可能とするための今後の公共施設等の管理のあり方について本計画に取りまとめました。 

今後は、市民の皆さまと将来のあるべき姿について考えていきたいと思いますので、ご理解とご協力

のほどよろしくお願いします。 

 

嬉野市公共施設等総合管理計画（概要版） 

公共施設等の現状と課題 

資料３ 
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嬉野市公共施設等個別施設計画
策定委員会

個別施設計画の概要

令和２年10月9日
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嬉野市公共施設等個別施設計画
策定委員会

本日の内容

1. 嬉野市公共施設等個別施設計画の概要
① 上位計画及び指針等
② 個別施設計画の位置づけ
③ 個別施設計画策定内容

2. 今後のスケジュール
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１．嬉野市公共施設等個別施設計画の概要

①  上位計画及び指針等
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１．嬉野市公共施設等個別施設計画の概要
① 上位計画及び指針等

公共施設等の総合的かつ計画的な管理を行うための中期的な取組みの方向性を
明らかにする計画として、所有施設等の現状や施設全体の管理に関する基本的な
方針を定めるもの。

【取組みの推進イメージ】

公共施設等総合管理計画とは︖
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【嬉野市公共施設等総合管理計画】（平成28年12月策定）
★嬉野市公共施設等に関する将来の課題★

嬉野市の公共施設に関する将来の課題

① 人口減少及び少子高齢化の進展
② 今後の財政状況
③ 公共施設の⽼朽化及び更新費⽤の増⼤

５年間平均の投資的経費(整備・修繕等費用)は9.3億円(40年間で372億円)となります。
今後は人口が減少することが確実であり、この減少を考慮すると、確保可能な投資的経費は
305億円となります。

一方で、現在保有する施設を全て更新すると想定した場合、今後40年間で458億円必要
となり、この差額の約150億円の不足解消に向けての数値指標を掲げ、各種取組を進めます。

約150億円
の不⾜

資料：嬉野市公共施設等総合管理計画

40年間の
更新費用

40年間の
投資的経費

約100億

約30億

約20億

⻑寿命化による更新
施設数の抑制

人口減少に合せた
更新施設の⼩規模化

施設廃止、土地売却
⺠間との連携

約1.5万㎡

床削減目標

人口減少分
458億

372億
305億

過去5年間の
投資レベル 人口の減少を

考慮した
投資レベル

１．嬉野市公共施設等個別施設計画の概要
① 上位計画及び指針等

★嬉野市公共施設（建築物）の削減目標★

5



嬉
野
市
公
共
施
設
等
個
別
施
設
計
画

利用者が快適に利用できる「適正なサービスの提供」と「持続的な財政運営」
の実現を目指し、施設の維持管理、修繕、廃止、更新等について、ハード対策と
ソフト対策を総合的に取組む。

実施にあたっての様々な指針

資料：嬉野市公共施設等総合管理計画

【総合的管理の体系】

１．嬉野市公共施設等個別施設計画の概要
① 上位計画及び指針等
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適正管理に係る地⽅債措置の拡充

１．嬉野市公共施設等個別施設計画の概要
① 上位計画及び指針等

総合管理計画に基づき、
個別施設計画に位置付け
られた事業が対象

総合管理計画に基づき、
個別施設計画に位置付け
られた事業が対象
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１．嬉野市公共施設等個別施設計画の概要

②  個別施設計画の位置づけ
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公共施設の課題

１．嬉野市公共施設等個別施設計画の概要
② 個別施設計画の位置づけ

■ 質の課題 → 老朽化・機能不足
現実的な安全確保は待ったなし！ 短期決戦

■ 量の問題 → 沢山ある施設・使われない施設
財政的な問題、集約化にもお金が必要 長期戦

○課題は質と量

■ 財政問題 財 務
■ 老朽化問題 品 質
■ 行政サービスのあり方問題 機 能

○思考ポイントは３つ＝財務・品質・機能
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インフラ⻑寿命化基本計画等の体系
（ イ メ ー ジ ）

１．嬉野市公共施設等個別施設計画の概要
② 個別施設計画の位置づけ
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個別施設計画とは︖

１．嬉野市公共施設等個別施設計画の概要
② 個別施設計画の位置づけ

○⽬的は︖

○いつまでに︖

嬉野市公共施設等総合管理計画に定めた基本的方針に基づき、中長期的
な維持管理等にかかるトータルコストの縮減と予算の平準化を図りつつ
求められる機能・性能を確保すること。

国が平成25年に示した「インフラ長寿命化基本計画計画」では、各地方
公共団体は、令和２年頃までに保有施設の個別施設計画(個別施設ごとの
長寿命化計画)を策定すること。

個別施設の具体の対応方針を定める計画として、維持管理・更新等に
係る対策の優先順位の考え方や対策内容、実施時期などを定めるもの。

個別施設計画とは

11



嬉
野
市
公
共
施
設
等
個
別
施
設
計
画

個別施設計画の位置づけ

【 個 別 施 設 計 画 】
｢インフラ⻑寿命化基本計画｣および
｢公共施設等総合管理計画｣を踏ま
えて2020年度までに策定
公共施設等総合管理計画に基

づき、個別施設毎の具体の対
応方針を定める計画として、
点検・診断によって得られた
個別施設の状態や維持管理・
更新等に係る対策の優先順位
の考え方、対策の内容や実施
時期を定めるもの

１．嬉野市公共施設等個別施設計画の概要
② 個別施設計画の位置づけ

令和３年度

令和2年度
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１．嬉野市公共施設等個別施設計画の概要

③  個別施設計画策定内容
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公共施設等個別施設計画に記載する事項
章 項 目 内 容

1 計画期間（背景・目的）
施設の状態は、経年劣化や疲労などによって時々刻々と変化することから、

定期点検サイクル等を考慮のうえ、計画時間を設定し、点検結果等を踏まえ、
適宜、計画を更新する。

2 対象施設 個別施設計画策定の対象とした施設について、概要をとりまとめる。

３ 個別施設の状態等 施設の点検・診断によって得られた個別施設の状態について、施設ごとに整
理する。

４ 対策の優先順位の考え⽅
劣化・損傷の状況や要因など、施設の状態の他、当該施設が果たしている

「役割」・「機能」・「利⽤状況」・「重要性」など、対策を実施する際に考慮す
べき事項を設定のうえ、それらに基づく優先順位の考え⽅を明確化する。

5 対策内容と実施時期
「対策の優先順位の考え⽅」および「個別施設の状態等」を踏まえ、次回の

点検・診断や修繕・更新、さらには更新の機会を捉えた「機能転換・⽤途変
更」、「複合化・集約化」、「廃止・撤去」、「耐震化」などの必要な対策につい
て、講ずる措置の内容や実施時期を施設ごとに整理する。

6 対策費⽤ 計画期間内に要する対策費⽤の概算を整理する。

１．嬉野市公共施設等個別施設計画策定業務の概要
③ 策 定 内 容
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施設の状態・評価⽅法①
〜簡易劣化診断による評価〜

１．嬉野市公共施設等個別施設計画策定業務の概要
③ 策 定 内 容

調査箇所 点検項⽬
① 屋根防水  防水全面

 屋上⽴ち上がり部
 シーリング等硬化状況
 屋上端部（排水部）
 構造物等基礎等

② 内部  廊下・階段等の共⽤部の状況
 居室等の状況
 倉庫等の状況

③ 外壁・外建具等  外壁全面様相・外装仕上材
 目地・目地材等
 窓建具・外部扉、手すり等
 鉄部の発錆

④ 外構・屋外設備  屋外階段、仕上げ・構造境界段差
 構内排水溝・塀・擁壁等・屋外設備等
 バリアフリー等の有無（設置状況）
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施設の状態・評価⽅法②
〜劣化判定⽅法〜

１．嬉野市公共施設等個別施設計画策定業務の概要
③ 策 定 内 容

点数 劣化度
５ 良好（修繕不要）

４ ⽐較的良好（観察）

３ ⼀部不良箇所
（修繕を検討）

２ 多数不良箇所
（要改修・改善計画）

１ 重度の不良
（要早急対応）

評価基準 評価内容 対策時期の⽬安
Ａ 90点以上 問題なし 計画期間は対策しない

Ｂ 80点以上 日常点検次第では
対策を検討 観察しながら保全対応

Ｃ 65~79点 対策を検討
（予算化協議） ５~10年以内に対策

Ｄ 50~64点 対策が必要・検討
（予算化実施） ３~５年以内に対策

Ｅ 50点未満 早急な対応が必要 １~２年以内に対策

 各建物の調査箇所の劣化状況について、それぞれ５段階で劣化度を点数化
 点数化した各建物に対して、調査箇所別に重みをつけて評価
 評価については加重平均による総合評価とし、建物の寿命に影響の大きい

「屋根防水」「外壁・外建具等」に重要な重みを加えて平均値を算出

【劣化度評価基準】 【総合評価判定表】
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建築物の劣化の進⾏

１．嬉野市公共施設等個別施設計画策定業務の概要
③ 策 定 内 容
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屋上・外壁劣化の判断要素

１．嬉野市公共施設等個別施設計画策定業務の概要
③ 策 定 内 容

劣化原因物質（水分、酸素、二酸化炭素など）の侵入を阻止するための
屋上や外壁の防水は、年数が経てば経つほど状態と範囲は悪化していく
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対策の優先順位①
〜優先順位の考え⽅〜

１．嬉野市公共施設等個別施設計画策定業務の概要
③ 策 定 内 容

対策項⽬ 評点
Ⅰ 直接人的被害につながるような安全対策工事 10

Ⅱ 漏水等、施設の基本的機能に⽀障が発⽣する可能性がある劣化対策工事 6

Ⅲ 改修周期を超えて更新等がされていない⽼朽化した電気設備や熱源施設の更新対策 3

Ⅳ 上記のいずれにも該当しない 0

●利⽤者の安全を確保するための優先度対策

●施設利⽤の内容による優先度施設
施設項⽬ 評点

災害時の防災拠点となる施設や、避難所に指定されている 「災害対応施設」 3

常時不特定多数の⼀般住⺠等が使⽤する 「市⺠等利⽤施設」 2

再編整備や機構改革等が予定されている 「再編等対象施設」 1

上記のいずれにも該当しない 「その他施設」 0
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対策の優先順位②
〜評価マトリクス〜

１．嬉野市公共施設等個別施設計画策定業務の概要
③ 策 定 内 容

20



嬉
野
市
公
共
施
設
等
個
別
施
設
計
画

２．今後のスケジュール
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今後のスケジュール
上旬 下旬 上旬 下旬 上旬 下旬 上旬 下旬 上旬 下旬 上旬 下旬 上旬 下旬 上旬 下旬 上旬 下旬 上旬 下旬 上旬 下旬 上旬 下旬 上旬 下旬 上旬 下旬 上旬 下旬 上旬 下旬 上旬 下旬 上旬 下旬 上旬 下旬 上旬 下旬 上旬 下旬

計画準備

施設の基本情報等の整理

⽼朽化状況の実態把握

ヒアリング調査

調査結果のとりまとめ

劣化状況調査報告書作成

計画の目的と⽅針

改修等の基本的な⽅針

対策の優先順位に関する検討

維持管理の項目・手法等の検討

中⻑期保全計画の策定

個別施設計画のとりまとめ

データベース及び簡易マニュアルの作成

報告書作成

検討委員会⽀援 ● ●

打合せ協議 ● ● ● ● ● ●

１２月 １月 ２月 ３月６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月１２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月種         別
令和元年 令和２年 令和３年

７月 ８月 ９月 １０月 １１月
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